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『人間形成における自己形成の意義について』
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OntheMeaningof"Selbstbildung"in"Menschenbildung"
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は じ め に

教育をいかなる概念でとらえるべきかということについては,古 来,さ まざまの方法論

が考えられてきた.し か し,そ れがいかなるものであったとして も,教 育はその実践との

密接なつながりなしには存在価値がないといえる.つ まり,教 育実践を有効に導きうる教

育理論こそ,教 育学研究の第一に目指すべき目標なのである.

しかるに,現 実の教育現場では,教 育実践を基礎づけるべき教育思想を軽視 し,ま た,

教育学研究者は現実の教育現場のことは考えに入れず理論のための理論を唱えることに終

始する者 も多い.教 育学はきわめて現実的意義をもつ実学でなければならず,教 育実践の

ための教育学研究でなければならない.

とりわけ,教 育哲学においては,教 育の本質を究明することが教育実践を理論づける第

一根拠でなければならないと考えられる.教 育学はその基礎に哲学的探究な しには成 り立

たないのである.

ルソー(JeanJacquesRousseau,1712～78)に よる教育学 におけ るコペルニクス

的転回以降,児 童中心主義教育思想は教育思想の中心におかれ,そ こから,さ まざまの思

想が展開されるようになってきた.そ して,こ の児童中心主義教育をささえるたあに,教

育的人間学をはじめとして,人 間の本性を探究することから教育の本質に迫ろうとする方

法論が教育哲学研究の主流になりつつある.し かるに,先 に示 したように,現 代,こ のよ

うな教育思想が往々にして,机 上の空論であるといわれる原因はどこにあるのであろうか.

児童中心主義教育の主な目的は,教 育実践の うちに実現されるべきものであり,教 育実

践そのものが現実的有効性をもつところにあるといえる.こ のような意味において,現 実

の教育哲学研究は,ま だ,充 分な成果をあげているとはいえない.い やむ しろ,実 践から

かけ離れた理論のわ く組の中で,ひ とりよがりの理論を展開 しているにすぎない感さえす

るのである.理 論のための理論ではな く,実 践のための理論が,教 育学には求め られてい

るのである.

本論文では,そ のような教育学に対する批判を解消するために,一一つの視座を与えるこ

とを目的としている.ま た,真 の教育(勝 義の教育)と は,い かなるものであるかという

ソクラテス(Sokrates,B.C.469～399)以 来の疑問に対す る答を求め ようとす る

試で もある.
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つまり,教 育者の立場から見た教育と被教育者の立場から見た教育とのギャップ,さ ら

に,そ のギャップから生 じる教育その ものの もつ自己矛盾の原因を明らかにし,そ の矛盾

を解決する試である.

以上のような基本的目的のために,本 論文では,教 育的に見た人間の本質の探究から論

を進めたいと思う.「 人間とは何か」という問に,教 育学的視点か ら取り組むことによっ

て,被 教育者の根本的性質に基づ く教育を探究できると考え られる.カ ン ト(Immanuel

Kant,1724～1804)が 「人間は教育を必要とする唯一の被造物である1)」 といったその

真の意味を考察することは,人 間の本性が教育的要素によって強 く特色づけられているこ

と,さ らに,わ れわれが往々にして忘れがちな教育を行いつつある時の被教育者の心的態

度のあり方 と教育者の心的態度 との関係の重要性の探究につながると考えられる.

つまり,「 人間とは何か」を考察する視点は,単 に物理的 ・客観的に人間の特性を分折

するにとどまらず,教 育的有機体 としての人間,す なわち,現 実の人間関係の中における

人間の生き生きとした姿をとらえねばならないのである.わ れわれが教育を考察する場合

の人間とは,ま さに,そ のように生きた生命をもつ人間であって,標 本となって博物館に

展示されている死んだ人間ではないのである.

以上のような基本的考察に基づいて,人 間形成を目指す勝義の教育のあり方について,

考究 していきたい.そ れが真の意味での児童中心主義教育であり,現 実の学校教育の中で

行われているとはいいがたい教育なのである.

現実の教育実践を導 く有効な教育思想を展開するこのが,本 論文の課題である.

1教 育的有機体としての人間

「人間は生のはじめから完成(Vollendung)を もとめて発達を遂げていく充分な根拠

を自らの中にもっている存在であり,2)」 しかも,「 各人間は教育の中で自らを教育 しな

ければならない.3)」 といわれるように,人 間は生まれながらにして自己発展性をもつと

ともに,教 育 と密接な関係の中でその自己発展を遂げていくのである.「 人間の本来の教

育は小児の段階(Kinderstufe)か ら始まる4)」 といえるの も,そ のような本来的な自己

発展性を人間がその本性 としてもっているたあであると考えられる.し かも,そ の自己発

展性は,人 間をとりまく生活環境からのさまざまの影響によって大きく左右されなが らし

だいに人間を人間たらしめるのである,そ の点で,「 人間は教育によってはじめて人間に

なることができる5)」 ともいえるのである.つ まり,人 間はその成長 ・発達の過程におい

て,さ まざまの影響を受けながら,自 己形成を遂げていく内発的な力をもつのである.

人間の自己形成は,さ まざまの器官の機能の自発性 と受容性が慣熟 されてい く過程 とし

てあらわれて くる.し たがって,自 己の意識とは無関係に自己形成がなされていくのであ

る.い わゆる無意識的自己形成である.こ の無意識的自己形成は,人 間の誕生 と同時に始

まり,死 の瞬間まで絶え間なく続 くものである.そ れに対 して,自 我の生成により自己意

識が明確化 し,自 己自身を形成の対象として認識するとともに,現 実の自己分折を行 うこ

とによって自己形成の目的を自ら設定 し,そ れに向って自己を形成 していこうとする,い

わゆる意識的自己形成があると考え られる.こ のような意識的自己形成は,人 間が自らの

主体的意志により自己活動が行えるようになってか らは じあて可能になるといえる.そ れ

ゆえ,成 人においては,自 己形成は無意識的自己形成と意識的自己形成の二重構造をとる

と考えられる.6)

このような二重構造をもつ自己形成を,人 間がその本質的機能として備えているがゆえ
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に,人 間には,常 に教育が必要であるとともに,教 育が可能であるともいえるのである.

そ して,こ のように,人 間が個人的に自己形成力をもっているということは,同 時に,他

の人間の自己形成力に何 らかの影響を与えることであるともいえる.そ の点において,人

間は教育的有機体であるといえる.

教育的有機体である人間は,他 からのさまざまの影響を受けなが ら自己形成を遂げてい

くと同時に,他 にさまざまの影響を与えなが ら自己活動を続けていくのである.そ の結果,

人間は社会的動物としての性質を も備えもつ存在になっていくのである.人 間という社会

的動物は明確な自己意識をもち,自 己活動を行いうるにもかかわ らず,人 間社会において

しか,人 間としての能力を伸ばすことができない.し か も,そ の社会の中で常に個として

の自己と社会的存在としての自己との間の矛盾に葛藤 しているのが人間なのである.

このような自己矛盾は,人 間が教育的有機体であるという事実から生 じて くるといえる.

また,人 間は教育的有機体であるからこそ,他 の人間を教育することが,同 時に他の人

間からの教育的影響を受けていくことの過程にもなって くるのである.と いうのは,人 間

は生まれた瞬間から,自 己をとりま くさまざまの人々とコミュニケーションを行いながら

共同生活を続けるうちに,互 いに影響を授受することは,人 間を教育的有機体たらしめる

基本的条件であるともいえるか らである.

つまり,人 間は人間社会において しか人間としてのさまざまの能力を伸ばすことができ

ず,そ の理由が,人 間が教育的有機体であるという本質的根拠に基づいているのである.

教育的有機体であるか らこそ,人 間は互いにコ ミュニケーションを行いうるし,教 育的立

場から他者に教育的影響を与えうるし,さ らに,他 者か らの教育的影響を受けうるのであ

る.

また,人 間は教育的有機体であるか らこそ,そ のような教育的影響の授受 そのものを

「教育」という概念で認識 し,そ れ自体を客観的にとらえ,内 容的により充実させること

を目指すことができるのである.

つまり,人 間は意図的に他人や自己を教育できるだけでなく,教 育その ものを分折 し,

そのあり方や構造を明らかにするとともに,普 遍化させる能力をもつのである.そ れゆえ,

人間は教育を利用することによって,自 己自身をより文化的に高等な存在へと意図的に形

成 していくこともできるのである.

人間を他の動物から区別する要素はいろいろあげられるが,そ れらの要素があげ られる

根拠になるのが教育的有機体としての特質であるといえる.そ れゆえ,教 育的有機体とし

ての人間というとらえ方は,「 人間とは何か」という問いかけに対する第一の解答なので

ある.人 間の もつあらゆる特性の根拠に,教 育的有機体 としての人間の特性が関係 して く

るのである.

以上のように,教 育的有機体としての特性を人間はさまざまの形であらわしているので

あるが,こ のような人間が他の人間との間につくり出す人間関係は,先 にも示 したように,

さまざまの影響の授受を常に伴 うがゆえに,本 質的なところにおいて教育的関係であると

いえる.た だ,そ のような教育的関係を勝義の教育的関係にするのが教育者の教育意図 と

教育愛である.7)こ の点について,こ こで論 じる余裕がないので,た だ次のように述べ る

ことで論を展開 していきたい.

人間はさまざまの人間関係を基礎にしたさまざまの教育的関係の中で生活するうちに,

自己形成を遂げながら人間になっていく教育的有機体なのである.
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II「 人間が人間になる」の意味

「人間 は人間性が固定 した もの(Stehendes)や,す で に生 成 して しまった もの(schon

Gewordenes)と してではな く,常 に継続的に生成 しつつあるもの(nochimmerfortgehend

Werdendes)あ る いは,自 己発展 す る もの(sichEntwickelndes)と み な され るべ き で

あ る.8)」 そ れゆえ,先 に引用 した 「人間は教育 によ っては じめて人 間 にな ることがで き

る.」 とい う言葉 の 「人間 になる」 は結果的 に 「完全な人間にな る」ので はな く,「 完全

な人間を目指 して発達 を続 けて い く」 とい う意味 に理解す るべ きで あると考え られ る.

そ れをご く単純 にいいかえるな ら,「 現実社会 の中で実際 にさまざまの生活活動を行い

なが ら,他 の人々 と人 間社会 を形成 して いる人間 の一人 にな る」 とい う意味であ る.

す なわち,人 間は人 間であるか ぎ りにおいて,教 育的有機体 にとどま らず,あ らゆ る面

において有機 的性質 を もつ といえるので ある.

この有機 的性質 は森 昭教授 の 「人間生成」 の概念 を成立 させ る もの と考 え られ る.森 教

授は 「人間生成」について,次 のよ うに説 明 して いる.「 私の意味す るr人 間の生成』 は,

rひ と とな り』の生成 だけを意味す るので はな く,ま た,そ れ に倫 理 的 な意味 を加 えた

r人 格の生 成』(デ ルボ ラー フのい うPersonagenese)を 意 味す るだ けで もない.む し

ろ文字 どお りにr人 間存 在全体 の生成』(デ ル ボ ラー フの い うi・,Psycho-,Socio-

undsPersonagenese)を 意 味す る.rひ と とな る』は,あ る程 度,わ か る意 味のr人 間

生成』の概念に ちかい含蓄を もってい る.そ れよ りも,む しろ,ド イッの文献 に散見 され

る〈Menschwerden><Menschwerdung>〈WerdendesMenschen>が,そ れ にぴ った

りす る.9)」

人 間が この ように 「人間生成 」す るのは,人 間が人間 と して の本質 を もっているか らで

あり,そ れが有機的性格なのであ る.

しか しなが ら,「 人間が人間にな る」 とい う意味は,例 えば 「犬 が犬 にな る」 とか 「猫

が猫 にな る」 とは異な るのであ る.つ ま り,小 犬 や小猫が親犬 や親猫 になること と人間 の

子 どもが成人 になることは,ま った く異 な る事 が らなので あ る.

「生成」 という概念 は,さ まざまの生 物がその生物 の種 に独特 の能力 を内発 的にあ らわ

して くる ものであ るの に対 して,「 人間にな る」 とい うのはそれ以上 の意味 を もつので あ

る.

す なわ ち,人 間 は他の生物 と異な り,「 人間生成」だけでは人 間になれないので ある.

「人間が人間 になる」ため には,教 育が必 要であ り,そ れによ って人 間形成 がなされねば

な らないので ある.

人 間 だけが 「人間形成」が可能にな るのが,教 育的有機体(単 な る有機 的性格 に とどま

らず)と して の基本 的性格 なのであ る.

つ ま り,「 人間 が人間 になる」過程 は 「人間生成」 と 「人 間形成」 とによ って遂行 され

てい くので あ って,そ こには,人 間の教育的有機体 と しての基本 的属性 があ らわれて くる

のである.

そ れゆえ,「 人間が人間 になる」 ということは,人 間社会 の中で実際に生活 してい る人

間になるとい うだけで な く,そ れ までの人間社会になか った何 か新 しい ものを 自ら創造 す

ることが,常 に求 め られ るような人間にな らな ければな らない.し たが って,「 教育 が年

長世代 の年少世代へ の影響で ある10)」 と して も,年 長世代 の文化 を年少世 代に,単 に伝達

す るだけのことで はないのであ る.年 少世代が伝え られた古 い文化内容を習得す るだけで
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な く,そ こから新 しい文化内容を創造 していくことが期待 されるのである.

このように創造性をもつ人間像は,あ らゆる歴史上の教育目的の中に見 られるのである.

「人間が人間になる」ということは,「 人間生成論」的な意味だけにとどまらず,「 人

間形成論」的な意味までも含めもたねばならない.

森教授もr人 間形成原論』の中で 「私がたどった約15年 の歩みは狭義の教育論には必ず

しも収敏 しないr人 間生成論』から,こ れをより積極的に,と いうよりもむ しろ原理的に

〈教育〉の事実と実践に焦点づけるr教 育人間学』へと接近 しようとする歩みであったと

いえる.し か し,い よいよr教 育人間学』が研究と思索の射程距離に入ってきたとき,そ

の(私 なりの)r教 育人間学』はr人 間形成論』への思索を私に目覚ま したのであった.11)」

としているように,「 人間が教育によって人間になる」という事実を深 く探究 してい くと,

必然的に 「人間生成」だけではなく,「 人間形成」について考察せざるをえな くなるので

ある.そ の理由は,「 人間が人間になる」ためには,教 育が不可欠の要素になっていて,

しか も,そ の教育には,意 図的 ・計画的 ・目的的な教育活動が含まれていなければな らな

いところにある.つ まり,教 育は,そ の人間が生活 している社会における機能的教育(こ

の場合,無 意識的教育の意味)だ けでな く,年 長世代の一部の者たちによる意図的 ・計画

的 ・目的的教育を重要な中心的内容として含み もたねばな らないのであ る.そ れゆえ,

「狭義の教育(意 図的教育)を 実践する者は,被 教育者の自己形成に継続的にかかわって

いる広義の教育(無 意図的教育 ・機能的教育)に 対するある程度の認識を もち,そ れに合

致 した形で狭義の教育をおこなわなければならないのである.12)」

人間は教育的有機体であるがゆえに,そ の生活の中で常に教育的影響を受け続けている

状態にある.そ れゆえ,そ のような(い わゆる広義の)教 育によって自己形成を行いつつ

ある人間に対する教育は,「 自己形成がよりよく行われるようにする13)」ことである.

つまり,「 人間が人間になる」ためには,そ れをよりよく行わせるための外的はた らき

かけとしての意図的教育が必要なのであるが,そ の場合でも,そ の意図的教育は被教育者

自身の教育的有機体としての自己形成を充分考慮に入れ,そ れを促進させるような形で行

われなければならないのである.

皿 自己形成力

自己形成力とは,人 間を教育的有機体た らしめる人間特有の能力の一つということがで

きる.そ れは本質的には人間の自発性と受容性か ら成 り立つと考え られる.人 間は生まれ

た瞬間(い や,む しろ精子と卵子の結合の瞬間と理解すべきである)か ら,生 体とそれを

とりまく環境との間の相互的な影響の授受によって,生 体は しだいに人格を もつ人間へと

無意識的自己形成を遂げていくのである.こ のような無意識的自己形成をすすめる力とし

ての自己形成力は,ま さに,環 境にはたらきかける力(自 発性)と 環境か らのさまざまの

影響を受け入れる力(受 容性)と から成るとい うことができる.し か しなが ら,「 受容性

と自発性の間の対立をわれわれは単に相対的な ものと見なすことができるのであって,絶

対的なものと見なすことはできないのである.14)」なぜなら,「 前者(受 容性)は 外的な

要素の相対的優越(relatives..Ubergewicht)を,後 者(自 発性)は 内的な要素の相対的

優越を示す15)」ものだか らである.そ れゆえ,こ の受容性と自発性は人間が自らの意志で

左右できるものではな く,む しろ,生 体としての各器官が もつ有機性か らきていると考え

られる.す なわち,人 間の各器官がその器官としての機能を充分に果 しうるのは,そ れぞ

れの細胞の機能の連合によってであって,そ れぞれの器官の特有の機能の総合体として人
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間ができあがっているのである.

それゆえ,人 間の一つの行動は,個 々の細胞,個 々の器官の段階にまで逆のぼって受容

性と自発性があらわれた結果であるといえる.そ して,そ のような受容性や自発性が慣熟

することによって,人 間の主体的な自己意識とは無関係に無意識的自己形成が行われてい

くのである.こ のように,無 意識的自己形成を成 り立たせていく自己形成力は,受 容性と

自発性に起因 しているといえる.こ の種の自己形成力は,人 間の意志とは無関係に,も っ

て生まれた能力(あ るいは素質 というべきもの)か ら生 じ,発 展 していくのである.

次に,人 間の意志に基づく意識的自己形成をおしすすめる自己形成力について考察を続

けることにする.

意識的自己形成とは 「意識的 ・自覚的に自己をある目的にむかって形成 していく16)」こ

とであり,そ の主体は自我である.そ れゆえ,自 我が明確に生成 してくるまでは,意 識的

自己形成は行われないのであり,自 我による自己活動が行われるようになってはじめて意

識的自己形成が可能になるといえる.

このような意識的自己形成をすすめる自己形成力の主体は自我であり,そ の自我が自己

自身に対する明確な認識をもち,さ らに,そ の自己を高めていく上昇志向の強さが,こ の

自己形成力の強さを決定するといえる.そ して,そ のような自我は 「統合的人格の特性」

としてあらわれてくる.す なわち,「 かれにおいては,課 題は自己の外にあって自己に対

立するもの,異 質的なものとしてとらえられるのではなく,自 己の没入すべきもの,自 己

と一体であるべきものとしてとらえられる.17)」つまり,自 我が人格的内容をもって自己

活動を行 っている時,常 にそこには,自 己形成力がはたらいているのである.そ して,こ

のような自己形成力によって,自 己実現が目指されるのである.

自己実現とは 「精神的な核心あるいは自己を,受 け入れ,こ れを表現すること,す なわ

ち,潜 在的な能力,可 能性を実現すること,r完 全にはたらくこと』,人 間性や個人の本

質を活用すること18)」であると定義づけられているように,自 我の主体性と目的意識,そ

こから導かれる上昇志向性と 「価値実現に対する強力な欲求19)」が自己実現を成り立たせ

ているのである.

ここで,意 識的自己形成と自己実現の関係について整理しておく.

先にも示 したように,自 我によって意識的に自己をある目的に向かって形成 していこう

とすることが,自 己形成であり,そ れを可能にするのが,自 己形成力である.こ の場合,

自己形成の目的が,人 間個人の潜在的能力 ・可能性を伸長すること(実 現すること)に 直

接かかわりをもち,し かも,そ の 「目的に向かって自己を形成 し,そ の目的を達成 させる

ことが自己実現なのである.20)」それゆえ,自 己形成のために目的を次 々と立て,そ れを

次々と実現 し,自 己存在を価値的に高めていく過程そのものが,自 己実現の過程なのであ

る.こ のような過程にいる人間は,決 して自分が自己実現しようという意識はもっていず,

む しろ,個 々の自己形成の目的を実現 しようとする意識的自己活動に対する自覚をもつに

すぎないと考えられる.し かしながら,そ のような形で意識的自己形成を続けられるのは,

より高次元の価値的欲求をもち続けられる精神的な健康性によっているのである.

このような精神的な健康性のある子 どもは,常 に上昇志向性をもち,そ の上昇志向性に

導かれた 「やる気」によって,子 ども自身の自己形成力が顕著にあらわれてくる.

子どもの 「やる気」を喚起する動機になるのが,い ろいろな物に対する関心と興味であ

る.こ の関心 ・興味は,先 に示 した受容性と自発性の慣熟の中からあらわれて くる.つ ま

り,無 意識的自己形成の一つの産物として関心や興味が生成 して くるが,そ の関心や興味
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が,同 じく無意識的自己形成の産物である自我によって認識され,自 我そのものの活動を

活発化するとともに,意 識的自己形成に対する自己形成力を高めるのである.

すなわち,関 心や興味という点において,二 つの自己形成力(す なわち,無 意識的自己

形成を導 く自己形成力と,意 識的自己形成を導 く自己形成力)が 結びつくのである.

現実の人間存在において,成 長の初期を除いては,「 無意識的自己形成による自我の変

化 ・発達 と,そ の自我に導かれる意識的自己形成との二重構造のうちに,そ れぞれの個性

や独自性をあらわすようになる21)」のである.そ れゆえ,二 つの自己形成力を伸長するよ

うな教育的はたらきかけが真の意味での児童中心主義教育思想なのである.ま た,そ れが

人間形成を目指す教育なのである.

以上,第 一章か ら第三章まで,被 教育者の教育的有機体としての特性について考察を続

けてきたが,こ こで,視 点をやや変えて,教 育そのものの概念について考察 したいと思う.

rv教 育者の見た教育と被教育者の見た教育

教育は教育者と被教育者の間の人間関係を基礎とした教育的関係の中で行われるもので

ある.た だ,そ の場合,教 育者が行おうとする教育と被教育者に加わった教育とは必ず し

も一致 しないのが一般的である.教 師のもつ教育意図とは無関係に被教育者に加わる教育

的影響が生 じるのはいかなる理由によるのだろうか.

そこで,ま ず,教 育者の立場から見た教育について考察することにする.

1.教 育者の立場から見た教育

教育者の立場 というのは,教 師,親,年 長世代等の概念でとらえられるように,主 体性

をもち,自 らが確固たる価値観をすでにもって行動 している人々である.そ れゆえ,彼 ら

は自らのあらゆる活動に多少なりとも自信を感 じている.こ のような人々は自らの行動パ

ターンや価値観に固執するだけでなく,そ れ らを他人(特 に,そ のような確固たる行動パ

ターンや価値観を身につけていない人々)に 教授 しようとする.こ の場合,彼 らに必ず し

も教育意図があるわけではないのである.た だ,彼 らはそれまでに自らがつくりあげてき

たものに自信があるにすぎないのである.

その結果,年 長世代に属する人々は必然的に教育者的立場に立つようになるのである.

この場合の教育者的立場というのは,人 間の行 っている自己形成が他の人間に対する影

響を与えるという意味である.つ まり,人 間は教育的有機体であるがゆえに,教 育的影響

を受けるとともに,教 育的影響を与えることができるのである.人 間が教育的有機体とし

て常に自己形成を行い続けているがゆえに,人 間において教育という現象が著 しくあ らわ

れて くるのである.

人間が教育者的立場に立つということは,彼 自身が社会的存在としての役割を果すよう

になり,既 存社会を維持するということが彼自身の生活と直接的,あ るいは間接的に関係

するようになることである.「 親の属する年長世代(altereGeneration)が,既 存の

社会制度 ・秩序 ・慣習を維持 しているのは,年 長世代に属する人々が何 らかの共通性 ・同
一性をもっているからであり

,そ の背景には共通の価値観が存在 しているか らである.そ

して,そ のよ うな価値観の もとに,自 らの子供やその子供が属す る年少世代(jUngere

Generation)を 同化 しようとするのである.22)」これが,教 育者的立場に立つ人がもつ

教育観の原則である.

つまり,教 育者的立場に立つ人々は既存社会である程度一般的に認め られている価値観

に基づいた考え方をもっていて,そ のような考え方を若者に伝えることを当然のことと認
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識 しているのである.そ して,こ のような考え方を若者に伝えることを教育 と考えている

のである.そ れゆえ,そ のような若者に伝える考え方の内容について,自 己吟味すること

は少ないのである.「 年長世代の年少世代への影響がなければ,そ の後に続 くあらゆる世

代は先の世代のはるか後にとり残されるだけでなく,あ らゆる世代は最初か ら始めねばな

らないし,以 前にすでになされて しまったことをやりなおさなければな らな くなるだろ

う.23)」

それゆえ,年 長世代は年少世代に対して常に自らの世代がもつ文化を伝達す るのであり,

その意味において,年 長世代は年少世代に対して,い かなる時代においても教育者的立場

に立つといえるのである.

このように教育者的立場に立つ人々にとっての教育とは,既 存社会を維持 ・発展 させる

ことを目指す ものであり,そ のために,若 者達をその既存社会に適合 させようとするはた

らきかけである.若 者達を既存社会に適合させるということは,年 少世代を年長世代に同

化させることである.そ の意味で,社 会機能としてあらわれる教育は,年 長世代が行う広

義の教育であるといえる.す なわち,年 長世代であるという自覚的行動が,年 少世代の人々

にとって何か らの形で教育的影響を与えるのである.年 長世代に属するすべての人間が教

育意図をもっ・ているわけではないが,年 長世代に属するすべての人間は,年 少世代に何 ら

かの教育的影響を与えるのである.こ れが世代間に見られる教育なのである.そ れゆえ,

教育的授受が行われるのは,一 つの社会内での年長世代と年少世代の間においてだけであ

る.つ まり,人 間とは,本 質的に社会内存在であり,あ る特定の社会内で社会人としての

役割を演じるとともに,教 育的影響の授受を行 うのである.

世代間の教育的影響の授受について,「 人間が成年(mUndig)に 達する時,教 育的影響

(padagogischeEinwirkung)は 終る.す なわち,年 少世代が 自立的な方法で倫理的な

課題の遂行に協力 しなが ら(mitwirkend),年 長世代と同じ立場に立つ時,そ れ(教 育的

影響)は 終る.そ れからは両者(年 長世代 と年少世代)の 共同作用(Zusammenwirken)

が残るだけである.24)」これが人間の社会化の過程であり,「 人間がそのような社会的存

在になっていく過程は,同 時に明確な自己意識を もつようになる過程で もある.す なわち,

社会化 と個性化の過程が,同 時に並行 して進んでいくのである.そ れゆえ,人 間は自己意

識のうちに,社 会の成員としての意識をもつと同時に,独 立 した個人としての意識をもつ

ために,さ まざまの問題に関して双方の立場の矛盾のために葛藤することがある.25)」

このように,年 少世代が年長世代に同化 してしまえば,「 人間は,す べて自己形成活動

を行う教育的有機体であって,文 化内容を受け入れるだけでなく,自 分なりの文化的要素

を加える26)1の である.さ らに,「 教育的有機体である人間は,社 会的存在となることに

よって,単 に自己形成力をもつ存在 という意味にとどまらず,社 会生活を通 じてその社会

の構成員に対 して教育的影響力をもつ存在(教 育的存在)で もある27)」ことから,新 な年

長世代を形成 していくともいえるのである.

つまり,教 育者的立場に立つ者にとって,教 育とは意識的にも無意識的にも文化的影響

を与えることによって,被 教育者を同化することである.さ らに,同 化することによって

既存社会の維持 ・発展を目指すことなのである.

2.被 教育者の立場から見た教育

被教育者の立場 というのは,生 徒,子 ども,年 少世代等の概念でとらえられるように,

まだ自らの主体的価値観が形成されていず,他 からのあらゆる影響を受けやす く,活 発な

自己形成が行われている過程にいる教育的有機体 としての人間であるといえる.ま た,被
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教育者的立場に立つ人々は,概 して 「未来のためにではな く,現 在の中で完全に生活 して

いる28)」のである.そ れゆえ,未 来のために現在の瞬間を犠牲にすることが本質的に不可

能なのである.し か しなが ら,「 あ らゆる教育的はたらきかけは,一 定の瞬間を未来の瞬

間のために犠牲にするものとして現れて くる29)」のである.そ れゆえ,被 教育者的立場に

立つ者にとって,教 育とは多少なりとも強制力を もって他か ら与えられたものと感 じられ

るのである.

被教育者的立場に立つ子どもが,自 ら積極的に行 う自己活動は,遊 戯(Spiel)で ある.

シュライエルマ ッハ ー(FriedrichDanielErnstSchleiermacher ,1768～1834)

によると,「 子どもの生活の中で,未 来への顧慮を しないで,た だ瞬間の満足にとどまる

ものを広い意味で遊戯とわれわれは呼んでいる.そ れに対 して,未 来に関係 している仕事

を学習(tJbung)と 呼ぶ.」30)と して,子 どもの本来的活動としての遊戯が,子 ども自身

にとっては,学 習と異質のものであることを示 している.ま た,「 それ(遊 戯)は 内面の

自由な表現(freitatigeDarstellung)で あり,内 面そのものの必要性(Notwendigkeit)

と欲求(BedUrfnis)で ある31)1が ゆえに,遊 戯を無視する教育は真の教育 とはいいがた

い.

つまり,被 教育者にとって,真 の教育 とは,被 教育者自身の自己活動を何 らかの方法で

促進 していくような形で行われなければならないのである.そ うすることによって,子 ど

もの自己活動である遊戯の中から,学 習的活動もしだいにあらわれて くるのである.す な

わち,「 学習は,初 めは遊戯についてあらわれて くるにすぎないが,被 教育者(Z6gling)

の中に学習に対する感覚が発達 して,学 習をそれ 自体で喜ぶ ようになるにつれて,両 者

(学習と遊戯)は,し だいに分離 して くる32)」のである.

このような学習と遊戯の分離は子 どもの自己形成の過程で しだいにあらわれてくるので

ある.つ まり,子 ども自身の自己活動の最 も典型的なあらわれとしての遊戯が,子 ども自

身が意識的自己形成を行うことができるようになることによって,そ の一部が自己活動と

しての学習へと発展 してい くのである.こ のようなことも,人 間が教育的有機体であるゆ

えんである.

子どもにとって,一 種の強制 として加わっていた教育的はたらきかけが,子 どもの自己

形成 とともに,子 ども自身の主体的な自己活動を促進するようになって くる.さ らに,意

識的自己形成が行われるようになると,主 体的な学習活動が可能になり,教 育的はたらき

かけだけでなく,彼 の成長 ・発達に加わるあらゆる影響をそのような主体的な学習活動に

取 り込んでいけるようになる.つ まり,他 者か らの教育的はたらきかけの有無にかかわら

ず,自 らの主体性によって自己の学習活動を行いうるのである.逆 にいうなら,自 らの主

体的学習意欲のない場合には,い かなる教育的はたらきかけも,ま ったく教育的効果をあ

げないのである.

被教育者にとって教育というものは,彼 自身の自己形成に合致 した形で加わるものにつ

いて,(意 識的自己形成 と無意識的自己形成の両方に,そ れぞれ影響が加わるものについ

て)は じめて認識できるのであり,被 教育者の二つの自己形成に影響を与えないような教

育的はたらきかけは教育 とはいえないのである.

そして,被 教育者である年少世代の自己形成に加わる影響が,そ の社会の価値観をもと

に した年長世代のつくりあげてきた文化内容を基礎 にした ものであ るがゆえに,教 育は

「年長世代の年少世代に対するはたらきかけ(Einwirkung)33)」 であるとともに,被 教育

者である年少世代は,や がて既存社会の重要な構成員になっていくのである.



10 奈 良 大 学 紀 要 第18号

それゆえ,年 少世代にとって,教 育とは自己形成そのものであるといえるのである.

3.教 育者と被教育者のギャップ

以上のように,教 育者にとっての教育と被教育者にとっての教育は必ず しも一・致 してい

ないのである.そ して,そ の相違点は,主 に,教 育者が年長世代に属 し,被 教育者が年少

世代であるということに起因 している.

年長世代 と年少世代の相違は 「相対的な区別であり,し か も,世 代間の教育という視点

からみるかぎり,そ れは年齢による区別ではないと考えられる.34)」すなわち,年 長世代

は既存社会の重要な構成員としての役割を果すことによって社会の維持 ・発展を期待する

人々であり,年 少世代はそのような既存社会の一員になるべ く教育されつつある存在なの

である.そ れゆえ,「 年少世代が教育によって人間になる」 ということは,個 人として一

人前になるとともに,社 会人として社会的役割を充分に担えるようになることでもある.

この場合,年 長世代 は自らの子ども達が一人前の社会人となって くれることを意識的に

も無意識的にも目指 しながら教育するのであるが,年 少世代は自らもつ自己形成の目的は

必ず しも一人前の人間になることでも,社 会人として社会的役割を担えるようになること

で もないのである.年 少世代の子どもが行う最初の主体的自己活動は遊戯であり,そ れ自

体,教 育がもついかなる目的(未 来のために現在の瞬間を犠牲にするところか ら生 じる目

的)を ももちえないのである.そ して,子 どもの自己活動である遊戯自体が学習に変化す

るのは,子 ども自身の自己形成のすすみ具合によって決まるのである.そ の自己形成は,

子ども自身の自発性と受容性によってすすんでいくために,他 者がその進み方にかかわる

ことができないのである.そ こで,教 育者の立場に立つ者は,被 教育者の教育に対 して消

極的立場に立たざるをえないのである.

少なくとも,子 ども自身の意識の中に,遊 戯の中か ら生 じる学習(つ まり,主 体的な自

己活動 としての学習)を 自覚 しないかぎり,他 者からの教育的はたらきかけは,常 に消極

的立場に立つものでなければならない.そ うでなければ,教 育的はたらきかけは,子 ども

にとっては,外 圧的な強制 としての意味しかもたないのである.そ れゆえ,教 育者の教育

的はたらきかけ自体が,子 どもにとっては教育的意味をもたず,両 者の教育に対する感覚

には,必 然的なギャップが生 じるのである.

それゆえ,子 どもにとっても,他 からの教育的はたらきかけが外圧的な強制と感 じられ

るかぎり,そ のような教育的はたらきかけは,避 けられなければならない.さ もないと,

子ども自身の中に教育的はたらきかけに,そ れ以降(主 体的な自己活動としての学習が,

可能になってからも),常 に拒絶的反応が,反 射的に生 じるようになって しまい,自 ら教

育機会を放棄するようにさえなって しまうのである.

教育者と被教育者とのギャップを生 じさせるかいなかは,教 育者の側からの教育的はた

らきかけの方法にかか っているといえる.

教育者である年長世代が,自 らの立場や価値観に執着 し,子 どもの成長 ・発達の状況を

充分に知 らないままに行 う教育的はたらきかけは,子 ども達年少世代の者にとっては,教

育的意義をまったくもたないものになるといえる.む しろ,そ の後の子どもの成長 ・発達

に悪い影響を与えることになる.

年長世代の年少世代に対する教育的はたらきかけは,む しろ,無 意図的に行われるべき

である.と いうのは,「 家庭の中で,す べてのことが純粋に道徳的に形成(gestalten)

されている場合,全 家族と子どもの間の相互作用(Wechselwirkung)が おのずから成立

し,子 どもの発達が助成(unterstUtzen)さ れ,促 進(f6rdern)さ れる35)」からである.
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教育の中心はあ くまで も被教育者であり,「 教育的はたらきかけは被教育者の自己形成

にあわせて行われるとともに,被 教育者の自己形成をよりよく行われるようにする36)」と

いう基本的原理が尊重されなければならない.

このような自己形成に側 した教育 こそが,教 育者と被教育者のギャップを埋める教育で

あり,人 間形成を導 く教育であるといえる.

そこで,自 己形成に側 した教育について,さ らに,考 察を深めることにする.

V自 己形成に側 した教育 人間形成

人間が教育的有機体であり,常 に自己形成を遂げ続けている社会的存在であるとするな

ら,教 育はそのような自己形成をよりよく行われるようにすることが第一の目的でなけれ

ばならない.

自己形成によって,人 間が人間になるのであるか ら,そ の自己形成は人間のもつあらゆ

る特性の形成にかかわってくるのである.そ の結果,人 間の成長は,他 の生物の成長 とは

本質的に異なった意味をもっようになるのである.す なわち,人 間の成長は,そ のような

自己形成力により,発 達という文化的価値創造過程としての意味をも含めもつのである.

成長 した人間は,明 確な自己意識をもち,個 人としての人格をもつとともに,社 会的動

物として,人 間社会の一成員としての社会的活動を行いなが ら日常生活をおくっている.

そして,自 己意識の明確化は,他 の人間との共同生活を通 じてさまざまの人間関係の中で,

しだいに実現されていくのである.す なわち,他 の人間と共同生活を行 ううちに,他 人に

対する認識をもつようになり,そ れとともに,自 己の他人に対する関係,自 己を含めた人

間関係の把握が可能になって くるのである.つ まり,人 間は他人 との社会的関係の中で自

己意識を明確化 し,そ の過程は同時に社会的成員としての意識の生成過程でもあるのであ

る.自 己形成その ものが,人 間と人間をとりまく生活環境との間の相互関係の中で行われ

ているように,自 己形成の結果,人 間に人間としての二つの特性である個人性 と社会性が,

生 じて くるのである.37)

それゆえ,既 存社会にうまく適合 し,社 会的役割を充分に果 している人間は,個 人とし

ての特性を充分にもっている人間であるといえる.そ れに対 して,社 会にうまく適合でき

ない人間は,概 して個人としての特性も充分 もちあわせていない人間といえるのである.

俗にいう 「個性が強すぎて社会に適合できない」人間というのは,む しろ 「個性が充分に

発達 していない」という意味で,一 般の人々とは,か なり異なった性格を示す人間のこと

である.そ のような人間は,個 人性,社 会性ともに充分に生成 していない人間なのである.

その理由は,先 にも示 したように,人 間における自己形成は,個 人の能力だけで行われ

るものではないのであって,あ くまで,個 人とそれをとりまく環境との相互影響の授受の

結果によるからである.

人間は以上のように,個 人性と社会性を同時に発達させていくのであるが,こ のような

個人性と社会性のゆえに,人 間独特の高度な文化を創造 していくのである.「 社会的同化

作用というのは,内 容的にみれば,文 化の伝達と拡充ということに外ならないであろう.

なぜならば,あ る集団のもつ生活様式やものの見方,考 え方等に導き入れるということは,

まさに文化の伝達と拡充の作用に外ならないか らである.38)」

人間社会における文化の伝達は,ま さに,人 間が個人性と社会性をもっていて,自 己形

成の結果,社 会に適合 していく過程が,そ の社会そのものの もつ文化を習得 していく過程

で もあることによって,可 能になるのである.そ れゆえ,「 教育の本質は人間による人間
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の価値的形成作用である39)」といえる.

人間の自己形成は,先 にも示 したように,個 人性 と社会性の発達 という形であらわれて

くるが,そ れらは互いに密接に関係 しながらあらわれてくる.ま た,そ れゆえにこそ,人

間は,既 存社会がもつ文化を習得すると同時に,文 化自体の発達 ・改善を追究することが,

可能になるのである.こ のような意味において,人 間は文化的有機体であるともいえる.

以上のような観点か ら,人 間の自己形成には,個 人性,社 会性とともに,文 化性という

三つの側面があり,そ の結果,教 育目的論も,個 人的教育目的論,社 会的教育目的論,文

化的教育目的論の三系列のものに分けて考えられるのである.

「自己形成とは,個 人の人間生成の過程である.い かに,他 から周到な教育を受けても,

自ら苦 しみ,耐 えることを知らな くては,も のごとを選び取り,集 める決断はでてこない

のだ.自 分で自分を試みる苦 しみを,多 く経験 しなくてはならないのだ.40)」といわれ る

ように,人 間は自我による主体的な自己活動として自己教育 していかなければ,他 者か ら

の教育的はた らきかけも,単 なる生活環境からの影響も,ま った く同 じように無意味な一一

状況を示すにすぎないのである.人 間は自ら自己形成を行う教育的有機体であるからこそ,

他者からの教育的はたらきかけも,単 なる生活環境からの影響も,受 け入れることも拒絶

することも可能なのである.

自己形成がこのように人間の多面的な特性を実現することにかかわっているがゆえに,

被教育者の自己形成に側 した教育が,人 間形成のための勝義の教育といえるのである.

自己形成に側 した教育とは,個 人のもつ三つの側面である個人性,社 会性,文 化性を伸

長させる教育であり,こ れこそ,真 の児童中心主義の内容でなければならない.

児童中心主義教育とは,単 に,子 どもの個性を伸長することだけを目指す教育ではない.

人間が社会的動物であるという厳粛な事実を考えるなら,既 存社会に適合 しない個性など

存在するはずがない.個 性を伸長する結果,そ の子どもが,必 然的に既存社会にうまく適

合 していくのである.ま た,そ の結果,人 類が長い歴史をたどるうちに形成 してきた文化

を受け入れつつ,改 善 し,よ り高度な文化へと質的に向上させ続けることが,可 能になる

のである.人 間性か らかけ離れた文化など存在 しないのである.

先にも示 したように,「 個性が強すぎて社会に適合できない」人間など存在 しないので

ある.な ぜな ら,ル ソーの 「エミール」でないかぎり,人 間社会から切り離 して教育され

た自然人など現実には存在 しないからである.人 間の個性は,生 活環境の中で人間が自己

形成の過程で しだいに形成されていくものであり,必 然的にその人間が,生 活 している社

会の中からさまざまの影響を受けながら形成されていくものである.も って生まれた先天

的素質そのものが,個 性なのではない.先 天的素質そのものが,自 己形成(無 意識的自己

形成と意識的自己形成)に よって形成されていくものである.し たがって,い かなる人間

の個性もその人間の生活環境からまった く影響を受けていないものはないのである.「 人

間は人間社会において社会生活を経験することによって,は じめて,人 間としてのさまざ

まの能力を伸長することができるのである.41)」逆にいうなら,社 会生活を経験 しなけれ

ば,人 間としての能力は,発 達 しないままになって しまうのである.

人間の成長 ・発達に対する教育の関係は,教 育万能論でも教育否定論でも教育輻湊論で

も説明 しえないものである.

人間が教育的有機体であるという基本的人間観で教育的影響 と人間との関係をとらえる

べきである.人 間に加わる影響が教育的であるかないかは,そ の影響の加わる人間そのも

のの自己形成 にかかっているのであって,影 響を与える側の教育的意図には,ま った く関
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係 しないのである.

例えば,教 育的意図と熱意をもっている教師の教育活動が,被 教育者に何の影響も与え

ないことは往々にしてあることである.逆 に,ま ったく教育意図をもたない人の影響が,

被教育者の人生を変えて しまうことす らある.

つまり,教 育的影響 として加わ るか否かは,被 教育者の自己形成力にかかわっているの

である.自 ら主体的欲求をもって被教育者の立場に立ち,他 からの教育的影響を求めよう

とする自己形成力によって,は じめて他者教育 も成 り立つのである.

そして,「 自らすすんで師を求め,生 徒になろうとする人間は敬度なる心的態度をもち,

自己自身の有限性 ・不完全さを客観的に直観できる人間であるといえる.42)」そのよ うな

敬度な心的態度をもつ人間こそ,自 己に加わって くるあらゆる影響を教育的影響 として受

けとめ,自 己形成できる人間であるといえる.ま た,そ の必要性を自ら認め積極的に自己

形成を行う人間であるといえる.(た だ し,こ の場合の自己形成とは,意 識的自己形成の

ことである.)

無意識的自己形成についていうなら,そ れは,人 間をとりまく生活環境 との間の影響の

授受であり,主 体の意志とはまったく関係な しに行われる.つ まり,受 容性と自発性の慣

熟によって行われるがゆえに,生 活環境か ら大きな影響を受けるか,受 けないかは,人 間

自身の生まれつきの受容力の強さ(鋭 さ)と,生 活環境か らの影響の質 ・量とによって決

るのである.

生活環境からの影響で最も重要な要素は,愛(Liebe)で ある.「 子ど もは母に対す る

愛と,母 に対する他の家族の関係によって,し だいに広がっていくような愛の関係へと入っ

てい くのである.お 互い同志の愛(gemeinsameLiebe)が そのように して,し だいに発

達 してくるのであり,こ れこそ,あ らゆる心的態度と全体的な倫理的存在の基礎なのであ

る.43)」愛のある生活環境の中で,意 識的自己形成 の主体である 「自我の確立(Setzung

desIch)も 徐々に用意されて くる44)」のである.つ まり,意 識 的自己形成の主体であ る

自我は,愛 のある生活環境の中で無意識のうちに自己形成されるのである.

子どもの自己形成に他者が関与できる(ま た,し なければならない)の は,こ の時期の

無意識的自己形成に対 してのみである.「 三子の魂百まで」 という格言は,こ のような無

意識的自己形成によって形成されてきた自我が,そ の後,意 識的自己形成を続けていくこ

とを意味 しているのである.

人間は意識的にも無意識的にも,常 に自己形成を続けていく教育的有機体であるか ら,

そのような無意識的自己形成と意識的自己形成の構造にあわせた教育的はたらきかけが必

要である.

ここで,そ れぞれの自己形成にあわせた教育的はたらきかけについて考察することにす

る.

1.無 意識的自己形成に対する教育的はたらきかけ

先にも示 したように,無 意識的自己形成は,受 容性と自発性の慣熟によって,主 体の意

志とは無関係に行われ続けるのである.そ れゆえ,こ のような無意識的自己形成をよりよ

く行われるようにするという原則に立って,教 育的にはた らきかけることが,必 要である.

すなわち,子 どもがもつ受容性と自発性をよりよ く慣熟させるために,有 効な刺激を与え,

自由に活動できる状態をつくるのである.

子どもが,生 活環境との間の活発な影響の授受によって,自 己形成が行われていくので

あるから,こ の時期(無 意識的自己形成だけが主に行われる時期)に,教 育者は子どもの
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生活環境そのものを教育的環境にし,そ の影響そのものを教育的影響にすることが,必 要

である.す なわち,こ の時期は 「人間の自然性がもっとも尊重されねばならない時期であ

るとともに,ほ かからの影響を選択できない時期でもあるので,養 育者は愛情をもって予

防的保護を行なうことが必要な時期である.つ まり,意 識的自己形成がまった く行 なわ

れないがゆえに,自 己形成のもつ選択的機能を養育者が代行 しなければな らないのであ

る.45)」

教育者は教育的環境をつくりあげることによって,子 どもに加わる教育的影響を制御す

るのである.そ の具体的方法は,そ のような必要な影響を継続的に与え続けることによっ

て,子 どもの受容性を慣熟させていくのである.そ のようなことは,愛 情につつまれた家

庭においては,ご く自然のうちにすすめられるのである.「 家庭の中で,す べてのことが純

粋に道徳的に形成されている場合,全 家族と子どもの間の相互作用(Wechselwirkung)が

おのずから成立し,子 どもの発達が助成され(unterstUtzen),促 進される(fordern)46)」.

このような相互作用を成立させるのが,人 間の教育的有機体 としての特徴である自己形成

なのである.

互いに影響の授受を しながら,人 間は共同生活を行っているわけであるから,ま だ,意

識的自己形成をするに到っていない子どもであっても,無 意識的自己形成は,行 われてい

るのである.そ のような無意識的自己形成は,愛 によって,促 進される.ま た,そ のよう

な 「正しい愛は,成 長 しつつある子どもを正 しく取 り扱うこと(propertreatment)か ら

生 じる自然の成果であるべきである.… …愛は義務として存在することはできないのであ

る.47)」

自然の愛の絆によって結ばれた家庭環境の中で生活している子 どもには,自 然にすばら

しい教育的影響がその無意識的自己形成を通じて加わっていくのである.

無意識的自己形成に対する教育的はたらきかけは,そ の基本に愛による人間関係がなけ

ればならない.愛 による人間関係の中で生活 している子どもには,自 然に教育的影響が加

わるのである.こ のことは,子 どもが成長 し,意 識的自己形成が行えるようになってから

も,あ てはまることである.

無意識的自己形成は,人 間の自我(意 志行為の主体である)を 形成 してい くものである.

それゆえ,あ る程度形成された自我は,意 識的に自己形成を行うが,そ の過程において

自我そのものに,生 活環境からの影響は,加 わり続けるのである.し たがって,充 分に意

識的自己形成を行 っている人間自身も,愛 情のない生活環境の中では,し だいに,教 育的

に悪い影響を受けて しまい,つ いには,充 分な意識的自己形成 も行えなくなって しまうの

である.

つまり,充 分な意識的自己形成が行われるためにも,無 意識的自己形成がよりよく行わ

れるような愛情あふれる生活環境をつくることが必要である.そ うすることによって,子

どもの無意識的自己形成が,充 分に行われ,健 全な自我が,生 成 してくる.そ して,健 全

な自我は,健 全な意識的自己形成を行いうるのである.

ロバー ト・オーエン(RobertOwen,1771～1858)が 主張す る 「性格形成論」は,人

間の無意識的自己形成を意味 しているのである.た だし,オ ーエンは,そ れで人間形成が

決って しまうと主張するが,環 境からの影響の受け方の相違や,そ の後の意識的自己形成

について注目を払わなかった点に限界があったといえる.

しか しながら,無 意識的自己形成に対する教育的はたらきかけという点において,環 境

からの影響に大きな注意をはらうという視点は重要なものであったといえる.
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次に意識的自己形成に対する教育的はたらきかけについて考察することにする.

2.意 識的自己形成に対する教育的はたらきかけ

意識的自己形成とは,自 己活動の主体として自我が確立 し,し かも,自 ら明確な自己意

識をもち,さ らに,自 己自身をよりよくしたいという願望をもつところに成 り立 ってくる

といえる.そ して,正 常な人間は 「自分なりの理想像を目ざし,自 分で ものごとを選択 し,

自己形成をする存在である.48)」さらに,そ のような理想像を常に上昇 させ,そ の 「価値

実現に対する強力な欲求をもつ49〕 人が,自 己実現を遂げる可能性をもつのである.

人間の教育的有機体としての特性の最高のあ らわれが,自 己実現であり,そ れに到達す

る過程の必要条件にあたるものが,意 識的自己形成なのである.そ れゆえ,す べての人間

は,自 己実現を遂げる可能性をもつが,実 際に,自 己実現を遂げている人間は,ほ とんど

いないのである.

意識的自己形成は,人 間が何らかの価値観のもとに,あ る目的に向かって,自 己形成 し

ていくことである.そ こに,他 者は直接介入していくことはできない.な ぜなら,意 識的

自己形成の主体は,あ くまで自我そのものであるからである.
一般にいわれている児童中心主義の方法論は

,こ のような自己形成をよりよく行わせ る

ために,い わゆる消極教育を施すことを意味している.「 教育の中心に児童をおく」 とい

う考え方は,他 からの教育的はたらきかけは,子 どもの意識的自己形成を促進することで

あって,他 からの教育的はたらきかけに子どもの意識的自己形成を引き込んではいけない

とするものである.

意識的自己形成のための他者教育とは,子 ども自身にその自己形成の目的を自覚させ る

ことと,さ らに,そ の目的を時間的 ・空間的により遠 く高いものへ と発達 させていく場合

の方向性を示す ことである.50)

教育的有機体 として,自 ら発達 していく能力をもつ子どもの自己形成を価値創造的 ・文

化創造的方向へ導 くためには,子 ども自身の もつ目的に何 らかの影響を与えることと,そ

の自己形成活動に必要な援助を与えることが,教 育的はたらきかけの中心になってくると

いえる.

ただ,そ の場合,忘 れてならないことは,意 識的自己形成を行っている子どもは,同 時

に,無 意識的自己形成を行っているということである.つ まり,意 識的自己形成を促すよ

うな教育的配慮とともに,子 どもの無意識的自己形成に加わる影響に対する教育的配慮が

必要なのである.す なわち,子 どもの主体的な自己活動を重視すると同時に,く り返 し訓

練することによって加わる教育的はたらきかけを忘れてはならないのである.

このような二重の自己形成の構造にあわせた教育的はたらきかけが,真 の意味での人間

形成のための教育である.
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Summary

TheaimofeducationhasbeendiscussedsinceIongtimeago.Butthequestion

"Whatiseducation?"hasyettobeanswered
.Thatiswhyalotoftroubleson

educationhaveoccurredineveryfield.Wemustdiscussthematterofeducation

inordertoaccomplisheducationalpurposeseffectively.Andtherelationship

betweenrealityandtheoryineducationmustbemadeclearer.

Inthisessay,wetriedtoconsidertheproblemofthe`Selbstbildung'."Man

isaneducationalorganism."`Educationalorganism'meansthatManhasana-

turalpowertobecomeaman.Thisnaturalpowerdistinguishesmanfromother

animals.

`S
elbstbildung'consistsofconsciousoneandunconsciousone.Educationmust

bedoneforboth`Selbstbildung'.

Thatisto.say,wemusteducatemanastheexistenceofeducationalorganism

accordingtotheconstitutionof`Selbstbildung'.

Thatistheeducationfor`Menschenbildung'.


